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１．対象事業の目的及び内容
【報告書 第2章】
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事業の内容

名称 姫路天然ガス発電所新設計画

対象事業実施区域 兵庫県姫路市飾磨区妻鹿日田町１－22 他

原動力の種類 ガスタービン及び汽力（コンバインドサイクル発電方式）

出力 186.78万kW（62.26万kW×3基）

燃料の種類 天然ガス（LNG）

運転開始時期
１号機（一期工事）運転開始：2026年 1月（予定）
２号機（一期工事）運転開始：2026年 5月（予定）
３号機（二期工事）運転開始：2029年10月（予定）

p2・p11
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対象事業実施区域の位置及び周囲の状況

注：対象事業実施区域は、主に出光興産
(株)が所有する敷地内とし、本事業は出光
興産(株)より土地を賃借して実施しています。

p2~7

対象事業実施区域には、発電所計画地、下水・工業用水配管敷設経路、燃料供
給管敷設経路及び工事中の排水を排出する既設排水配管敷設経路があります。

この地図は、国土地理院の電子地形図25000をもとに作成しました。
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月 数 0 6 12 18 24 30 36 42 48 54 60 66 72 78 84 90 96 102 108

年 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

全体工程

準備工事

一
期
工
事

１
号
機

基礎・建物工事

機器据付工事

試運転

２
号
機

基礎・建物工事

機器据付工事

試運転

ニ
期
工
事

３
号
機

基礎・建物工事

機器据付工事

試運転

燃料供給管敷設工事

下水配管敷設工事

工業用水配管敷設工事

工事に関する事項

▼着工

発電所建設工事として、基礎・建物工事、機器据付工事、試運転があります。
また、燃料供給管、下水配管、工業用水配管の敷設工事があります。

1号機運転開始▼
2号機運転開始▼

3号機運転開始▼
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21

17
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13

2 9

p11

単位：月数

12

◆主要工事工程

令和3年8月
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交通に関する事項

主に国道250号線及び市道白浜317号線、318号線を通行しております。また、
大型機器及び重量物については海上輸送を実施しております。

対象事業実施区域

国道250号線

ルート1；市道妻鹿38号線から
対象事業実施区域へ至るルート

ルート2；一般国道250号(西方面)
から対象事業実施区域へ至るルート

ルート3；一般国道250号(東方面)
から対象事業実施区域へ至るルート

p13～16

この地図は、国土地理院の電子地形図25000をもとに作成しました。

主要な交通ルート

市道白浜317号線
市道白浜318号線
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２．事後監視調査の項目
【報告書 第3章】
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事後監視調査の項目

調査項目 調査地点 調査期間及び頻度

工事関係車両の運行状況 ― 工事期間中 毎月

建設機械の稼働に伴う騒音・振動
対象事業実施区域（発電所
計画地）の敷地境界

工事期間中 年１回

水の濁り 浮遊物質量 仮設凝集沈殿設備出口
土木工事中 年４回
（四半期毎１回、降雨時）

重要な種の移植後の生育状況 ―
工事開始前～工事期間中
適宜

産業廃棄物 ―
工事期間中
適宜

◆工事中における事後監視調査の内容

P25

工事中の事後監視調査項目は工事関係車両の運行状況、建設機械の稼働に
伴う騒音・振動、水の濁り、重要な種の移植後の生育状況、産業廃棄物となり
ます。
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３．事後監視調査の実施状況
【報告書 第４章】
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事後監視調査結果

工事の進行状況Ⅰ

工事関係車両のルート別台数Ⅱ

建設機械の稼働に伴う騒音・振動Ⅳ

重要な種の移植後の生育状況Ⅴ

産業廃棄物Ⅵ

工事排水（水の濁り）Ⅲ
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Ⅰ．工事の進行状況

◆主要工事工程（実績・計画）

P26

発電所建設工事は令和4年3月に着工し、令和5年度においては、杭打ち工事を4月
に完了し、基礎工事及び建屋の建方工事を引き続き行いました。また、7月より煙突
工事、1月より1号機の冷却塔、補機類及び配管類の据付工事を開始しました。
燃料供給管敷設工事を令和5年10月より開始しました。また、下水及び工業用水配
管敷設工事は令和6年3月に公道での工事を完了しました。

実績 計画
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事後監視調査結果

工事の進行状況Ⅰ

工事関係車両のルート別台数Ⅱ

建設機械の稼働に伴う騒音・振動Ⅳ

重要な種の移植後の生育状況Ⅴ

産業廃棄物Ⅵ

工事排水（水の濁り）Ⅲ
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Ⅱ．工事関係車両のルート別台数

◆工事関係車両のルート別台数（片道）

p27

令和5年度における実績最大は12月で、大型車190台/日、小型車292台/日の
計482台/日であり、工事期間中の最大台数である675台/日を下回っております。

調査項目
工事期間中
最大台数

令和5年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

市道妻鹿
38号

大型車 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小型車 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国道250号
(西方面)から

大型車 262 168 128 187 186 180 188 190 138 189 145 66 63

小型車 313 159 172 156 238 187 188 200 266 269 244 215 227

合計 575 327 300 343 424 367 376 390 404 458 389 281 290

国道250号
(東方面)から

大型車 38 0 0 5 0 0 0 0 0 1 0 2 3

小型車 52 20 21 20 21 21 14 18 25 23 35 36 45

合計 90 20 21 25 21 21 14 18 25 24 35 38 48

工事関係車両合計 675 347 321 368 445 388 390 408 429 482 424 319 338

単位：台／日



15
姫路天然ガス発電株式会社

15
姫路天然ガス発電株式会社

事後監視調査結果

工事の進行状況Ⅰ

工事関係車両のルート別台数Ⅱ

建設機械の稼働に伴う騒音・振動Ⅳ

重要な種の移植後の生育状況Ⅴ

産業廃棄物Ⅵ

工事排水（水の濁り）Ⅲ
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Ⅲ．工事排水（水の濁り）①
p28,29

工事範囲が広範囲に渡ることから、発電所計画地の南北2か所に沈砂池及び
仮設排水処理設備を設置しました。

◆仮設排水処理設備の設置位置

注：仮設排水処理設備から既設排水配管のマンホールまで配管を仮設し、処理後の排水を既設
排水配管に放流しています。最終的には既設排水管を通じて既設排水口から海域に排出
しています。
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Ⅲ．工事排水（水の濁り）②
p28,29

仮設排水処理設備の出口における浮遊物質量(SS)の測定結果は、水質管理値
(70mg/L)を下回っており、水質管理値の範囲内でした。

調査地点 水質管理値

事後監視調査結果

令和5年度

第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期

仮設排水処理
設備出口

北側 70 2 3 6 9

南側 70 － 21 ー ー

◆仮設排水処理設備出口における浮遊物質量(SS)の測定結果 単位：mg／L

※南側の仮設排水処理設備については令和5年度において設備が稼働したのは7月のみであったことから、
7月のみ調査を実施しました。
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事後監視調査結果

工事の進行状況Ⅰ

工事関係車両のルート別台数Ⅱ

建設機械の稼働に伴う騒音・振動Ⅳ

重要な種の移植後の生育状況Ⅴ

産業廃棄物Ⅵ

工事排水（水の濁り）Ⅲ
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Ⅳ．建設機械の稼働に伴う騒音・振動
p30～32

騒音、振動共に測定結果は地点①及び②共に評価書の予測結果より低くなって
おります。
また、騒音、振動共に規制基準（参考値）を下回っております。

調査地点

騒音 振動

測定結果
LA5

評価書
予測

規制基準
参考値

測定結果
L10

評価書
予測

規制基準
参考値

地点① 5５ 71
85

3４ 37
75

地点② 5６ 67 2８ 32

◆敷地境界騒音・振動の調査結果

◆敷地境界騒音・振動の調査地点

単位：デシベル

※騒音・振動調査地点は工業専用地域のため、特定建設作業に伴って発生する騒音、振動の規制基準は適用されません。

地点① 地点②
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事後監視調査結果

工事の進行状況Ⅰ

工事関係車両のルート別台数Ⅱ

建設機械の稼働に伴う騒音・振動Ⅳ

重要な種の移植後の生育状況Ⅴ

産業廃棄物Ⅵ

工事排水（水の濁り）Ⅲ
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Ⅴ．重要な種の移植後の生育状況
P33~35

令和5年5月に重要な植物種３種の生育状況を専門家の方に調査頂き、3種共
に生育していることを確認しました。
今後も生育状況を注視し、専門家の指導に基づき適切に対応いたします。

ミゾコウジュ ミコシガヤ フトイ

◆重要種の生育状況

◆移植後の個体数の推移

種名 移植時 令和4年度 令和5年度

ミゾコウジュ 約60個体 48個体 31個体

ミコシガヤ 1個体 1個体 1個体

フトイ 9個体 178シュート 全面密生
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事後監視調査結果

工事の進行状況Ⅰ

工事関係車両のルート別台数Ⅱ

建設機械の稼働に伴う騒音・振動Ⅳ

重要な種の移植後の生育状況Ⅴ

産業廃棄物Ⅵ

工事排水（水の濁り）Ⅲ
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Ⅵ．産業廃棄物①
P36～40

令和5年度までの累計の有効利用率は99.8%であり、評価書の予測結果に基づ
く有効利用率76.3%を上回っております。
汚泥及びがれき類について評価書の予測結果を上回る発生量となりましたが、可
能な限り有効利用を行うことで処分量は予測結果を下回っております。

種類
令和5年度までの累計量 評価書の予測結果（累計）

発生量 有効利用量 処分量 発生量 有効利用量 処分量

汚泥 54,232.01 54,191.77 40.24 2,260 1,491 769

廃油 0.02 0.02 0.00 130 116 14

廃プラスチック類 40.91 23.92 16.99 260 77 183

紙くず 0.00 0.00 0.00 150 74 76

木くず 145.54 100.27 45.27 840 646 194

金属くず 275.13 275.05 0.08 1,300 1,196 104

ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

92.89 92.63 0.26 260 0 260

がれき類 10,783.92 10,783.92 0.00 1,540 1,540 0

合計 65,525.42 65,422.58 102.84 6,740 5,140 1,600

有効利用率 99.8% 76.3%

◆工事に伴う産業廃棄物の種類及び量 単位：ｔ
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Ⅵ．産業廃棄物②
P36～40

杭工事で発生するセメント混じり土について、評価書では残土として取り扱っており
ましたが、当該セメント混じり土が産業廃棄物である建設汚泥に該当することから、
産業廃棄物として取り扱ったことにより汚泥の発生量が増加しました。
がれき類については、発電所計画地、工業用水配管及び下水配管敷設経路上に
おける予期せぬ埋設物の撤去により、評価書の予測結果よりも発生量が増加しま
した。
セメント混じり土及びがれき類共に全量有効利用し、処分量を低減しました。

◆杭工事で発生するセメント混じり土の処理方針（計画）

処理方法 取扱 発生量(想定)

形質変更時要届出区域内 安定化処理を行い、区域内に盛土 残土 1,500m3

形質変更時要届出区域外 安定化処理を行い、区域外に盛土 残土 22,000m3

◆杭工事で発生するセメント混じり土の処理方針（実績）

処理方法 取扱 発生量

形質変更時
要届出区域内

発電所構外で中間処理し、
粒度調整土に再生

建設汚泥
1,423.95m3

(2,333.38t)

形質変更時
要届出区域外

安定化処理を行い、区域外に盛土
※廃棄物の自ら利用

建設汚泥
30,700.68m3

(50,308.19t)
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４．事後監視調査の実施
【報告書 第５章】
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事後監視調査の業務体制
P41

水質・騒音・振動調査

業者名 一般財団法人 日本気象協会

事業者所在地 大阪市中央区南船場二丁目３番２号

事業者代表者名 支社長 寺谷 拓治

植物重要種の生育調査

事業者名 株式会社BO-GA

事業者所在地 福井県敦賀市御名15号21番地の1

事業者代表者名 代表取締役 関岡 裕明

事後監視調査業務の一部を委託した専門業者は、以下の通りです。

※報告書提出時点における事業者所在地、代表者名を示す
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５．原因の究明及び環境の保全と創造
についてさらに講ずべき措置の実施

【報告書 第6章】
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原因の究明及び環境の保全と創造についてさらに講ずべき措置の実施

p41

事後監視調査の結果、次に示す場合はその原因を究明し、環境に及ぼす影響につ
いて把握するとともに、原因究明の結果、対象事業の実施等による影響が認められ
る場合は、さらに構ずべき措置を検討し、実施します。

• 事後監視調査結果が予測及び評価の結果と異なる場合（環境への影響が増
大し、環境影響評価書に記載した環境保全目標を超えた場合、または超えるお
それがある場合）

• 環境保全措置の実施が不十分と判断される場合
• 環境影響評価に関する条例第30条第3項の規定に基づき、知事から環境の保
全と創造について必要な措置を講ずることを求められた場合
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以上


